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ヤル (ababbcc) という詩行で構成されている。 
 
Adam scriveyn, if ever it thee bifalle 
Boece or Troylus for to wryten newe,  
Under thy long lokkes thou most have the scalle, 
But after my making thow wryte more trewe; 
So ofte adaye I mot thy werk renewe, 
It to correcte and eke to rubbe scrape, 

















長敬訳『チョーサ  ー初期夢物語詩と教訓詩』（1998年）と重複したものは一部割愛している。 
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G l o r
ある
























































ねますから。           80 
L 
聖母











M o i s e s
は、叢林が赤い炎に包まれて燃えていたが、 























































R e d r
して
e s s e
下さい、私を、母上様、私を懲らしめて下さい、 



































g i n e
よ、貴女はまことに気高く振舞われ、 
天国の高い搭へとわれらを導かれます、 





慈悲がいつまでも居残るところに。                    160 
X 
キリスト














Y s a a c
はキリストの受難の典型でした。 



















































































































































































































 〈愛の神〉は私をこのような立場に置いたので、        15 
















































本当に私が感じていることをあえて申し上げましょう、    55 
貴女の鉄のようなお心は私に対して 
今は鋭く研ぎすまされすぎているようです。 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































入念で巧みな作品を一語一語たどっていくことは、     80 
英語の韻がこんなにも不足していますので、 
私には難行苦行の作業なのです。 















































































































































































































































































































































































































 短 詩 注 
 
1、訳書は、Larry D. Benson (gen. ed.), The Riverside Chaucer, 3rd. 
Edition (Based on The Works of Geoffrey Chaucer edited by F. N. 























( An ABC ) 
 4 花の中の花 聖母に対する普通の形容辞。 
 9 テント tente tent 住まいのこと。 
 39 その日 that day 神がこの世を裁く審判の日のことであろう。 
 56 永劫の悪臭場所stink eterne 中世の思想では、地獄の概念の一つ
として、地獄は悪臭場所であると考えられていた。 
 83 貴方がたお二人 マリアとキリストのこと。 
 83 われらみんなの敵 悪魔のこと。 
 84 高価に贖われたもの 魂のことなので、この後に「(魂)」を挿入し
た。 





 85 打ち負かしてやったconvict ( = convicted) をこう訳した。法廷で
「有罪を宣告した」の意味だが。 
 115 ガブリエルGabrielles  Gabriel 大天使。処女マリアにキリスト
の受胎を告げた。 
 163 ロンギウス Longius  Longius キリストの脇腹を槍で突き刺し
たと思われている盲目の百人隊の隊長。 





 177 ザカリアZacharie  Zechariah 聖書の預言者。バビロン捕囚か
らの最初の帰還者に、メシアの時代におけるイスラエルの再興を予言し
た。そして神殿の再建を完成させた。 
 178 罪深い魂を洗い清める開かれた泉 「ザカリア書」13：1参照。 




( The Complaint unto Pity ) 
 15  棺上の蝋燭立て枠herseつまりhearse「棺の上に置いて蝋燭を並
べ立てる枠」のこと。遺体は正装安置されている。 
 27  類似の表現については『公爵夫人の書』587参照。 
 38 〈恵み〉Bounte  Bounty 〈恵み〉はなぜ武装しなければならな
いのか分からない。 
 タイトル 哀訴の嘆願状The Bill of Complaintは、法律用語である。
法廷あるいは他の当局に差し出した正式の訴状である。 
 60 文脈上から「［そう呼びますが］」を挿入した。 
 76 これら二つを欠くならば 「〈真実〉と〈美〉が〈憐憫〉に欠くな
らば」の意。 










( A Complaint to his Lady ) 
 37わが甘美な敵my swete fo 撞着語法 oxymoronを使っている。さ
らに「私の最愛の敵」58参照。 
 43－45 『〈憐憫〉への哀訴』90－104参照。『鳥の議会』90－91参照。 
 65 僕たちservantes  servants 求愛者たちのこと。宮廷風恋愛では
恋人が愛人に僕（しもべ）の振る舞いをすることは、重要な徳目の一つだ
った。 





( The Complaint of Mars ) 








 1 東雲 the morowe gray gray, greiはMED adj.&n. 1. (b) によると
of morning light: dim, gray, earlyと解しており、moroweはmorningの
意なので、思い切ってこう訳した。 








 8 悲涙 teres blewe blewe ( = livid)。bleweまたはbleuは、MEDを
参照すると、adj. 1. (e) の項に比喩的に“sad, sorrowful”を意味すると
してここを例文に挙げているのでこう訳した。 
 9  聖ヨハネ  使徒ヨハネを指すのかバプティスマのヨハネを指すのか
意見の分かれるところである。 
 13 鳥 foul fowl 今では「家禽」あるいは「鶏」の意だが、中英語
ではbirdをあらわす常用語だった。古英語 fugolから来ている。 
 23 鳥の流儀briddes wise  bird’s fashion 現代英語のbirdはbridの
音位転換metathesisした語である。中英語ではrの音位転換がしばしば
あらわれた。例えば、rが音位転換してgersがgrassに、ferschが fresh
に、thridが third になった。なお、birdは「若い小鳥」young birdを含
意する。 






 28 第三天の王 マルス（火星）は、上注のように、惑星で最も外の天
球サトゥルヌス（サターン）（土星）から内側に数えて第三の天球にいる。 











 42 表情 chere look 占星術の星相のこと。 













 111 貴方の両目の火の奔流（光線）半ば 火星の影響範囲の半分のこ
と。火星の両側4度に広がる。合は終わりつつあるということを意味し、
金星は立ち去りつつあることを意味する。上述95—96行参照。 







 114 孤独の道筋 火星は金牛宮に残され、双子宮にはそのとき他の惑
星はいなかった。 






 122 一自然日 24時間のこと。ウェヌス（金星）が洞穴に一自然日の
間つまり 24 時間居残るという考え方は、金星は 1 日に 1 度動くという
考え方に基づいているように思われる。 
 139 4月12日 マルスが (1385年4月12日には21で) 居残る牡牛
座（金牛宮）の中に、太陽が入る日。 
 144 乗り物 chevache 中世では惑星は一般に馬か鳥に引かれた戦車
に乗っているような挿絵で描かれた。 
 164 天使 intelligence intelligence はそれぞれの天球を治める天使
angelを意味する。 
 217 気絶して卒倒しswowne and swelte チョーサーは類似語を繰り
返し使って頭韻し、畳語のようにして意味を強めている。なお、恋人のこ
のような振る舞いは宮廷風恋愛の常套手段だった。 






 259 それを製作した者 火と鍛冶の神ウルカヌス（ウェヌスの夫）の
こと。 




















 50 罠(youre) las フランス語amoureux lasのこと。つまり「恋の罠」
「魅惑された罠」のこと。「騎士の話」のhis laas (1817) は「恋の罠」と
訳し、hir las (1951) は「ウェヌスの罠」と訳した。 
 71 この哀訴の歌、もしくはこの短い歌 チョーサーはこれらの用語を
大ざっぱに使用している。 










( To Rosemounde ) 
 1 奥様 Madame ロビンズはフランス国王の長女バロワのイザベル
を暗示するというが、madameはバラッドのよくある呼び掛けの形式で
ある。『不実な女たちに異を唱えて』1参照。 
 2 世界地図が丸く伸びる 中世の地図はたいてい丸かった。 
 3―4 水晶、ルビ  ー 両方とも聖堂や遺物に使用されるのに一般的だな
宝石だった。 
 9 一樽a tyne tyneはbarrel (樽) のこと。barrelはバケツ4、5杯分
の液体がはいる樽の大きさ。 
 18 ガランティンソースgalauntyne これは冷たいゼリー状にしたソ
ース。褐色のパンや、酢、塩、胡椒から作られた漬け汁ソースか。魚や鳥
料理用に使う。sause of galantine 『昔の時代』16参照。 

















 1 写字生アダムAdam Adam scriveyn チョーサー専属の写字生his 
owne scriveynアダムの正体として、Adam StedemanあるいはAdam 
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 13 慰めの女王Queene of comfort この語は『エー・ビー・シー』77
行にみられる。 









を指すのか明確ではない。ドナルドソンは、原文out of this touneのtoune 
( = town )を tonne ( = tone, tune )と読み、 
“predicament”（苦境）を意味するのではないかと解釈する。文脈から
みるとこの意味にとるほうがよい。 
 19 原文は I am shave as nye as any frere.である。“I am bare of money 
as a friar’s tonsure is of hair. ”の意味なので、訳の出来不出来は別にし
て、洒落めいて訳した。 























( Against Wimen Unconstant ) 
 7 , 14 , 21 青衣、緑衣 青は貞節を、緑は不貞を象徴する色である。 
 15  デリラDalyda、クリセイデCreseyde デリラDelilahはサムソ
ンの愛人で、欺いてサムソンをペリシテ人に売り渡した。「士師記」16参
照。クリセイデCriseydeはトロイルスの不実な恋人。 
 16 キャンダス Candace 自分の思いのままにするためにアレクサン
ドロスをだましたエチオピアの女王。アレクサンダーロマンスもののエ
チオピアの女王である。 
 19 この語句は次の諺に類似する。It is good to have two strings to 
one’s bow. （弓に弦を二本用意する（二の矢の用意がある）ことはよいこ
とだ）。 





( Complaynt D’Amours )  
2 最も悲しみに沈む男 the sorwefulleste man 類似の表現、「一番悲






( Merciles Beaute ) 
 1  これは当時の恋愛詩ではおなじみのイメージ。「騎士の話」1096と
1077-97参照。 
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This article consists of three parts: (1) an introduction, (2) a Japanese translation of Geoffrey Chaucer’s 
The Short Poems and (3) the explanatory notes and the textual notes of The Short Poems. Our translation is 
based upon Larry D. Benson’s text (1987). The two edited texts of A. C .Baugh (1963) and J. H. Fisher (1977) 
are referred to when necessary. In the translation of Proper Nouns, katakana does not correspond to English 
pronunciation, but mostly the original language. We have not distinguished the long and short vowels of Greek 
and Latin, when using katakana. Personification of abstract ideas are shown in angle brackets 〈  〉.  
Chaucer’s short poem “Chaucers wordes unto Adam, his owne crieyn” is often quoted in a number of papers 
and books. This poem was written about the date when his representative work The Canterbury Tales began 
to be written in the late 1380s, judging from the references of Boece and Troilus and Criseyde in this poem. 
This short poem is composed in rhyme royal (ababbcc), the rhyme structure which is made use of in Troilus 
and Criseyde and some tales of The Canterbury Tales such as “Prioresse’s Tale.”  
 
Adam scriveyn, if ever it thee bifalle 
Boece or Troylus for to wryten newe,  
Under thy long lokkes thou most have the scalle, 
But after my making thow wryte more trewe; 
So ofte adaye I mot thy werk renewe, 
It to correcte and eke to rubbe scrape, 
And al is thorugh thy negligence and rape. 
 
We do not know how much Chaucer was serious or joking as usual, when reading and rereading this poem. 
However, Chaucer had elaborated his writings more often than not, and he revised Prologue, Version F and 
made Prologue, Version G in The Legend of Good Women around 1386. These facts made us consider that 
Chaucer’s complaint for his scribe Adam had been true enough. As is indicated in our notes, the fact that the 
real image of Adam was recently discovered may prove that the relationship between Chaucer and Adam 
existed in the late fourteenth century in London. 
This article provides a Japanese translation of Chaucer’s short poems. It should be noted that the 
limitation of pages was obliged to omit some of the poems translated earlier in Sasamoto’s Chaucer Shoki 
Yumemonogatari Shi to Kyokun Shi (1998).
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